
■日 時︓平成 ２9 年 月 日（月） １３︓3０～１７︓００

■会 場︓愛知県産業労働センター（ウィンクあいち）10階1001大会議室
JR名古屋駅桜通口から徒歩5分

■定 員︓１５０名 （定員に達し次第、締め切らせていただきます。）

●主催︓国立研究開発法人産業技術総合研究所 中部センター

http://www.aist.go.jp/chubu/

産業技術総合研究所は発足以来、出口を見据えた基礎から製品化に至る連続的な研究（本格研究）の推進を
通して、持続的発展可能な社会の実現を目指して来ました。平成27年度からは革新的な技術シーズを事業化に
繋ぐ「橋渡し」の役割を果たすことと、地域イノベーションの推進に向けて「橋渡し」を全国レベルで展開す
ることを活動の大きな柱とした5年間の第4期中期計画を開始しております。中部センターではものづくりの基
盤となる「材料の部材化」で産業の成長・発展を支えるべく、世界最先端の研究開発を実施するとともに地域
のイノベーションハブとして研究開発に取り組んでいます。
産学官が一体となって研究開発や実用化に取り組み、イノベーションを起こすには、様々な機関・組織の研
究者、技術者、それに連携活動の担当者が相互に理解することが必要です。そこで、中部センターの研究活動
を知っていただくことを目的として、昨年度から研究講演会を始めました。本年度は「エネルギー・環境材
料」に焦点を当て、新エネルギー・産業技術総合開発機構の矢部 彰様に特別講演をお願いするとともに、産総
研中部センターの研究成果を4件紹介致します。

①ホームページの参加申込みフォームよりお申込み下さい。
http://www.aist.go.jp/chubu/pr/kouenkai20170213.html

②E-mailではaist-chubu-secretariat-ml@aist.go.jpに以下の事項を記入してお送りください。
[記入事項︓氏名※必須、ふりがな※必須、所属（会社名※必須・団体名、部署、役職）、住所、電話
番号 あるいはメールアドレス]
③FAX申込用紙（裏面）に記入しFAX番号︓052-736-7403にお送りください。

*登録に際しご記入いただきました個人情報につきましては、個人情報保護法のもとに適切に管理し、本目的以外への転用はいたしません。

参加申込

いずれかにて、２月７日（火）までにお申し込みください。



ふりがな※必須
氏 名※必須

連絡先（ＴＥＬ）

所 属
（社名※必須・部署名・役職名等）

住 所 〒

メールアドレス

国立研究開発法人産業技術総合研究所 中部センター 産学官連携推進室
電話 052-736-7063 ＦＡＸ 052-736-7403 Ｅ-mail chubu-kouhou-ml@aist.go.jp

研究講演会に関する
問い合わせ先

開会

13：30～13:35 開会挨拶
中部センター 所長 立石 裕

[特別講演]

13:35～14:25 技術戦略から見た各種エネルギーの特徴と将来のエネルギーシステムの課題
国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 技術戦略研究センター
再生可能エネルギーユニット、エネルギーシステム・水素ユニット ユニット長 矢部 彰

いくつかの再生可能エネルギーの将来展望と電力自由化後のプレーヤーの多いエネルギー・電力システムの課題を、技術
戦略の観点からご説明する。太陽光発電、地熱発電、バイオマス利用、水素エネルギー、また、変動する再生可能エネル
ギーが大量に導入される「超分散エネルギーシステム」の特徴と課題を説明し、出力抑制、デマンドレスポンス、日本全
体の火力発電に必要な燃料費の観点から議論する。

[研究講演]

14:25～15:00 エネルギーキャリア技術に向けた新規電気化学セラミックスデバイスの製造プロセス基盤技術開
発の取組

無機機能材料研究部門 藤代 芳伸
（材料・化学領域 研究企画室 室長）

イオン伝導性セラミックスを活用する新たな電気化学デバイスの活用として、CO2フリーエネルギーキャリアネットワー
クの構築に向けた水素やメタン合成での電解セル電極材料技術やナノ構造制御技術などのプロセス技術開発についてご紹
介する。合わせて、次世代固体酸化物形燃料電池の研究にむけた産総研でのセル・スタックなどの製造基盤技術の状況に
ついても示す。

15:00～ 15:15 休憩

15:15～15:50 セラミック超高気孔率多孔体の高温断熱材への応用
構造材料研究部門 副研究部門長 吉澤 友一

セラミック多孔体は、フィルター、触媒担体、高温断熱材等に使用されている。我々は、氷を気孔源とし、高気孔率、高
強度の特徴を有する新たな多孔体製造方法を開発した。現在、大幅な省エネを目的に、高温領域で使用可能な工業炉用の
高性能断熱材を開発中である。

15:50～16:25 バルク磁性材料の開発
磁性粉末冶金研究センター センター長 尾崎 公洋

永久磁石や軟磁性材料はその性能がモーターの小型化や効率化に寄与するため、重要な材料である。近年、国家プロジェ
クトを始めとして、モーター用磁性材料の研究開発が精力的に行われている。国内の開発事例並びに産総研で開発を進め
ている材料の現状を紹介する。

16:25～17:00 GaNを用いた次世代パワー集積回路技術の現状
窒化物半導体先進デバイスオープンイノベーションラボラトリ 中島 昭

（先進パワーエレクトロニクス研究センター GaNパワーデバイスチーム 主任研究員）
GaNデバイスは、次世代パワー素子として注目されている。とくに、半導体基板上への集積化が可能な横型構造において、
縦型SiCデバイスに匹敵する超低オン抵抗が得られることがGaNデバイスの一つの特長である。我々はこの点に着目し、
kWクラス変換器のワンチップ集積化を目指した研究開発を行ってきた。本発表では、我々のこれまでの取り組み、およ
び国内外の研究動向をまとめる。

閉会


